
４８ 。７ 。１１

Ｎ０． 囗 １

編集 と発 行

佐井村役場

民 生相談課

印 刷

協 同 印 刷

㎜㎜＝Ｊ－一皿㎜㎜－㎜＝
人 口 と 世 帯

男 ２，３１９

女 ２，４５６

計 ４，７７５

世 帯 数 １，１２９

４８．６．１現 在

た
の
し
か

っ
た

運
動
会

す
き
と
お
っ
た
空

緑
の
山
、
青
い
海
、

一
年
生
は
初
め
て
、

六
年
生
は
最
後
の
運
動
会

み
ん
な
お
も
い
っ
き

り
走
っ
た
、

お
も
い
っ
き
り
応
援
し
た
、

あ
す
か
ら
、

し
っ
か
り
勉
強
し
よ
う
。

７ 月号



海
水
汚
濁
対
策
協
議
会
開
催

六
日
十
八
日
、
午
前
九
時
か
ら
セ
ン

タ
１
和
室
で
海
水
汚
濁
対
策
協
議
会
が

佐
井
営
林
署
十
人
、
漁
業
協
同
組
合
六

大
、
細
川
建
設
、
竹
本
建
設
各
一
名
、

役
場
六
人
の
計
二
十
四
人
が
出
席
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。

近
年
村
内
の
河
川
改
修
工
事
、
上
流

の
道
路
工
事
、
木
材
搬
出
作
業
、
採
石

工
場
等
の
事
業
に
よ
る
濁
水
流
出
に
よ

り
海
水
の
濁
り
が
激
し
く
、
漁
介
、
藻

類
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
現
状

か
ら
、
こ
れ
が
対
策
を
協
議
し
た
結
果

今
後
、
河
川
よ
り
濁
水
を
流
出
す
る
よ

う
な
事
業
に
着
手
す
る
場
合
は
、
公
、

私
を
問
わ
ず
関
係
機
関
（
営
林
署
、
役

場
）
と
密
な
連
携
を
取
り
事
業
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
濁
水
流
出
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
と
申
し
合
わ
せ
十
二
時
閉
会

し
ま
し
た
。
な
お
、
村
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

消
防
団
定
観
閲
式

行
な
わ
れ
る

六
月
二
十
三
日
、
早
朝
か
ら
雨
が
降

り
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
観
閲
式
が
始

ま
る
こ
ろ
青
空
が
出
て
、
第
一
会
場
の

佐
井
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
は
蒸
発
す
る
水

分
で
い
っ
ぱ
い
、
八
時
三
十
分
団
員
が

整
列
し
た
中
を
観
閲
者
が
入
場
、
藤
田

消
防
団
長
の
現
況
報
告
、
服
装
器
具
機

器
点
検
、
各
分
団
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ

操
法
、
消
防
ポ
ン
プ
操
法
、
川
目
婦
人

消
防
協
力
隊
に
よ
る
ふ
型
ポ
ン
プ
操
法

常
備
消
防
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
、
ど
の

の
ポ
ン
プ
操
法
に
も
来
賓
か
ら
絶
大
な

拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

模
擬
演
習
で
は
「
大
佐
井
川
向
、
船

越
満
就
殿
附
近
か
ら
出
火
、
隣
家
に
近

焼
し
更
ら
に
浦
町
の
一
部
に
飛
火
の
危

険
、
現
在
の
状
況
、
風
向
南
西
、
風
速

五
メ

ー
ト
ル
」
を
想
定
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
出
火
の
打
鐘
が
鳴
り
、
消
防

自
動
車
、
小
型
ポ
ン
プ
の
け
な
た
ま
し

い
サ
イ
レ
ン
の
音
、
迅
速
な
行
動
、
適

確
な
操
作
で
す
ぐ
放
水
、
鎮
火
の
打
鐘
、

空
に
向
か
っ
て
一
斉
放
水
さ
れ
る
と
今

ま
で
の
青
空
が
一
瞬
水
の
カ
ー
テ
ン
で

暗
く
な
り
消
防
力
の
充
実
を
、
ま
ざ
ま

ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
を
役
場
庁
舎
前
に
う
つ
し
、
表

彰
、
羽
根
田
消
防
長
か
ら
の
講
評
、
村

長
の
訓
辞
、
山
田
県
消
防
々
災
課
長
、

近
藤
県
消
防
協
会
長
、
相
坂
む
つ
下
北

支
部
長
、
大
間
警
察
署
長
、
石
沢
議
会

議
長
の
祝
辞
、
藤
田
４
ｊ
団
長
の
答
辞

の
あ
と
、
団
歌
、
団
旗
降
納
、
島
元
大

間
支
部
長
の
万
才
三
唱
で
定
期
観
閲
式

を
終
り
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１

県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

第
三
分
団
長

池
田

保
雄

現
場
功
労
章

第
一
分
団
班
長

若
山
茂
喬

団
員

小
沢
至

菊
池
春
美

第
二
分
団
班

長

福
田
岩
五
郎

団
員

丸
子
秋
・

雄

第
四
分
団
部
長

舘
脇
和
夫

勤
功
章

第
一
分
団
班
長

内
田
慎
一

弔
二

分
団
員

大
坂

馨

第
四
分
団
班
長

宮
川
福
五
郎

勤
続
彰

（
三
十
年
以
占

第
三
分
団
長

池
田

保
雄

勤
続
彰

（
二
十
五
年
以
上
）

本
団
分
団
長

若
山

友
衛

第
一
分
団
副
分
団
長

川
岸

稔
武

部
長

奥
本
市
三
郎

第
三
分
団
副
分
団
長

万
谷

石
雄

部
長

佐
藤

清
市

班
長

佐
藤

政
治

団
員

松
本

定
雄

大
坂

馨

加

藤

正

吉

長
内

初

勤
続

彰
（

二
十
年

以
上

）

第
五

分
団

々
員

東
出

幸
夫

勤

続

彰
（
十

年
以

上

）

本
団

々
員

畠
中

政
司

第
三

分
団

団
員

佐

藤
良
一

｀

’

甌
瀏

甲

ゐ

色

竿

⑤

朧

川

目

婦
人
消

防
協
力

隊

３

県
消

防
協
会
む
つ
下
北

支
部
長
表

彰
第
一
分
団

分
団

長

竹
内
勇

吉

第
二

分
団

分
団

長

池
田

保

雄

第
三

分
団

分
団
長
・

舘

脇
敏

雄

第
四

分
団
分
団

長

東
出

昇

４

佐
井

村
長
表
彰

感

謝
状

畠
中

猛
（

火
災

発
見

、

早
期
消

火
協
力

）

５

佐
井
村
消
防

団
長
表
彰
（

表
彰
状

長
後
小

中
学

校
生

徒
会

福
浦
小
中

学
校
生

徒
会
（

防
火

思
想

Ｐ

Ｒ

）

模 擬 演 習

器具機器点検



村
美
化
運
動
に
協
力

老
人
ク
ラ

ブ
寿
会

（
会
長
太
田
俊

勇
）

振
興
セ
ン
タ
ー
、
役
場
庁

舎
前
に
花
だ
ん
作
り

五
月
十
四
日
、
午
後
一
時
か
ら
会
員

三
十
六
人
が
参
加
し
て
、
振
興
セ
ン
タ

ー
、
役
場
庁
舎
前
に
花
だ
ん
を
作
り
ま

し
た
。
寿
会
は
、
昨
年
十
月
か
ら
、
緑
の
な

か
っ
た
セ
ン
タ
ー
、
庁
舎
前
に
花
だ
ん

作
り
を
進
め
て
来
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
緑
地
帯
が
不
足
の
た
め
今
年
度
は
、

草
地
を
中
心
に
植
え
、
今
は
野
ぎ
く
等

が
白
く
咲
い
て
、
セ
ン
タ
ー
、
庁
舎
に

来
る
村
民
の
み
な
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

矢
越
水
蓮
ク
ラ
ブ

（
会
長
川
畑
徳
次
郎
）

ガ
ン
カ
ケ
を
清
掃

五
月
三

十
日

、
大
空
の

も

と

、
矢
越

水
蓮

ク
ラ
ブ
会
員

十
七
人

が
参
加
し

て

ゴ

ミ
、
く
ず
等
で

よ
ご
れ
た

、
村
立
公

園
「

ガ
ン
カ
ケ
」
を

清
掃
し
ま

し
た
’。

矢
越
水
蓮

ク
ラ

ブ
は

、
昨
年
九
月

に

発
足
し

て
か
ら
、

新
築
さ
れ
た

漁
業

協

同
組
合

、

振
興
セ
ン

タ
ー
、
役
場
庁

舎

の
見
学

、
健
康
相
談
、

衛
生
教
育

等
会

員
相
互
の
健

康
増
進
を
目

的
と
し
て

実

施
し
て
来
ま
し
た
。
時
々
、
会
員
の
方

｀
々
が
集
ま
る
た
び
ご
と
に
「
村
の
美
化

運
動
に
協
力
し
た
い
」
と
ゆ
う
意
見
が

出
さ
れ
、
今
度
の
ガ
ン
カ
ケ
清
掃
に
な

り
ま
し
た
。
午
前
九
時
、
矢
越
か
ら
約

五
百
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
を
、
カ
マ
、

ナ
タ
等
を
手
に
も
ち
ガ
ン
カ
ケ
に
集
ま

り
ま
し
た
。
カ
マ
で
草
を
刈
り
取
る
人

集
め
る
人
、
ゴ
ミ
を
あ
つ
め
も
や
す
人

と
て
も
お
年
寄
と
も
お
も
え
な
い
元
気

さ
、
十
二
時
ま
で
の
三
時
間
で
ガ
ン
カ

ケ
を
清
掃
、
こ
の
あ
と
、
参
加
し
た
人

全
員
が
記
念
写
真
を
と
り
「
ま
た
元
気

で
村
の
美
化
運
動
に
協
力
し
よ
う
」
と

ち
か
い
あ
い
、
た
の
し
い
一
日
を
す
ご

し
ま
し
た
。

清掃する水蓮クラブのみなさん

佐
井
中
グ
ラ
ン
ド
完
成

四
月
六
日
か
ら
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
て
来
だ
佐
井
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
整

備
工
事
が
六
月
二
十
五
日
完
成
し
ま
し

た
。
総
工
費
は
四
百
三
十
八
万
円
で
す
。

佐
井
中
学
校
は
以
前
、
雨
が
降
る
と

使
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、
早
く
か
ら

整
備
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

他
の
予
算
関
係
で

、
今
年
度
ま
で
伸
び

て
来
ま
し
た
。
入
札
の
結
果
、
野
崎
建

設
工
業
に
落
札
、
以
前
ま
で
の
グ
ラ
ン

ド
を
堀
り
下
げ
、
玉
石
、
土
、
砂
等
を

敷
つ
め
雨
天
の
時
で
も
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
は
、
一

周
二
百
メ
ー
ト
ル
で
ハ
コ
ー
ス
、
セ
パ

レ
ー
ト
で
使
用
出
来
る
そ
う
で
す
。

工事中の佐井中グランド

季節保育所開設される
五

月
二

十
一

囗
か
ら
六
月
二

十
日

ま

で

の
一
ヶ

月
間

、
原
田
、
川
目

、
磯
谷

福
浦
、

牛
滝
、

野
平
の
六
ヶ
所

で
季
節

保
育
所

が
開
設

さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
保

育
所

は

、
春
、

秋
の
農

漁
繁
期
に
二

才

か

ら
六

才

ま
で
の
子
供

を
対
象

に
実

施

し

て
お
り

ま
す
。

‐「
さ
あ

、
お
ひ

る
で
す
よ

。
」

保
母

さ
ん
の
声

で
、
み

ん
な
一

つ
せ

い
に
机

に
付
く
子

供
、

ご
は
ん
を

い
た
だ
く
前

の
歌
を

て
れ
く

さ
そ
う

に
う
た
う
子
供
、

お

べ
ん

と
う
を
ひ

ら
く
子

供
、

歌
が
終

り
匸

兀
気
に
「

い
た
だ

き
ま
す
。
」
、

た
の
し
そ

う
に

食
べ

る
子

供
達
、
保
母

さ
ん
ま

た
来
年

も
よ
ろ
し

く
お
ね
が

い

し
ま
す

。

保 育 光 景

キ
オ
ツ
ケ
ロ
車
は

み
ん
な
怪
獣
だ



誕
生
証
書
を
交
付

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
以
後

に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ま

昭
和
四

八
年
四
月
一
日
以
後
に
生
ま

れ
た
台
子
さ
ま
に
、
村
で
は
誕
生
証
書

を
交
付
い
た
し
ま
す
。
こ
の
誕
生
証
書

に
は
、
村
長
か
ら
の
お
祝
い
の
こ
と
ば

と
し

て

「
可

愛
い
台
子

さ

ま
の
お
誕

生

お
め
で
と

う

ご
ざ

い
ま

す
。

心
か
ら
お

祝

い
申
し
あ

げ

ま
す
。
お
生

れ
に
な
っ
た

お
子
さ
ま

が

夢
と
希
望

に

あ
ふ
れ
る
未

来
に
向
か

っ

て
限
り
な

い

前
進
を
さ
れ

ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま

す
。
」
が
掲

載
さ
れ
て

い

ま
す
。
生
ま

れ
た

お
子

さ

ま
の
足
型

、

生
年
月
日
時

間
、
身
長
、
体
重
、
血
液
型
、
お
子
さ

ま
の
写
真
、
父
母
の
指
紋
等
の
記
録
そ

の
他
に
は
、
お
毋
さ
ま
と
お
子
さ
ま
の

お
守
り
と
し
て
出
生
日
五
日
後
（
午
後

四
時
か
ら
一
年
間
）
の
交
通
事
故
傷
害

保
険
も
い
っ
し
ょ
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

最
初
の
該
当
者
は
、
大
佐
井
台
場
の

松
谷
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
（
四
月
三
日
生
ま

れ
）
で
し
た
。

誕 生 証 書

助
役
・
収
入
役

再
選
さ
れ
る

五
月
二

十
七
日

、
臨
時
議
会

が
佐
井

村

役
場

に
招

集
さ
れ
、
会
期
を

一
日

と

決

め
た

あ
と
、
専
決
処
分

の
報
告
、
五

月
三
十

一
日

で
任
期
満
了

に
な
る
宮
川

年
瞶
助
役
匸

二
戸
重
蔵
収
入

役
を
再

選

任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会

の
同
意
を

も
と
め
、
即
日
同

意
さ
れ
ま
し

た
。
そ

の
他

に
は

、
議
会

事
務
局
記
置

条
例
制

定
、
東
北

新
幹
線
太
平
洋
回

り
決
定
推

進
に
関
す
る
こ
と
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

就
任

の

あ

い
さ
つ助

役

宮
川

年

晴

再

選
に

あ
た

り

二
言
ご

あ

い
さ
つ
を

申
し
上

げ

さ
せ

て

い
た
だ
き
ま
す

。

助

役
た

る
者

は
補

助
機

関
の
キ

ャ
ッ

プ

と
し

て
、
執

行
機

関
を

補
佐
し

広
域

行

政
職

員
を

加
え
七

十
数
名

を
よ

く
統

率

し
、

行
政

機
能

が
住
民

サ
イ

ド
で
フ

ル

に
回

転
す

る
よ
う

努
力
し

そ

の
実
務

を

あ
げ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
し

、
住
民

の
意

識
を
先
取

し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い

し
、

特
別

職
な

る
が
故

に
そ

の
行
政
政

治
は

欹
て

申
し
上

げ

ま
す
な

ら
ば
、
そ

れ
は
哲

人
政

治
で
な

け
れ

ば
な
ら
な

い

と
ゆ
う

信
念
で

ご
ざ

い
ま
す

が
、
人
間

宮

川
は

そ
の
人

間
性

甘
き

が
故
に
過
去

に
於

て
特

に
私
生
活

の
乱
れ

か
ら
公
務

遂
行

に
か
な

り
大
き

な
ヒ

ビ
割
り
を
村

民

に
心
な

ら
ず

と

さ
ら
け
出
し

た
こ
と

に

私
は
、
深

い
悔
恨
を

か
く
し

き
れ
な

い
の
で
あ
り

ま
す
が

、
村
民
を

代
表
さ

れ

る
議
員

の
皆
さ
ん

が
本
日

議
案
第
二

十
一

号
に
御
同

意
を
下

さ
れ
ま

し
た

こ
艮

と

は
、
村
民

の
宮
川

に
対
す

る
愛
の
鞭

づ

と
し

て
謙
虚

に
受
け

と
め
、
前
（
ツ
兮
け
勁

ま

し
た

る
所

存
を
生
か

し
た
く

存
じ
ま

す

か
石
何

卒
従

前

に
倍
し
ま
す

る
御
指

導

御
叱
正
を

お
願

い
申
し
上

げ
ま
し

て

私
の
あ

い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す

。

就
任

の

あ
い
さ
つ

収
入

役

三

尸

重

蔵

五
月
二

十
九
日
、

臨
時
議
会
で

議
員

の
み
な

さ

ま
か
ら
再
選
同

意
さ
れ
、
今

後
四

年
間

ま
た
村
の

台
所
を
あ

ず
か
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。

佐
井
村

で
は
、
昭

和
四

十
六

、
四
十

七
年

度
と
続
き

苦
し

い
村

財
政
で
し

た

こ

の
苦
し

い
村
財
政
を

豊
に
す
る
た
め

村
長

、
助
役
と
一

体
と
な
り
努
力
す

る

覚
悟

で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
み
な

さ
ん

の
御

指
導
を
お
ね

が

い
し
ま
し
て
、
簡

単
で
す
が
、
私

の
あ

い
さ

つ
と

致

ま
す

。

子 宮 ガ ン 検 診

日日寺８月¶日 午・後２日寺から
場所 センター 料金４Ｃ・Ｏ円
受診対象者３Ｓ才以上の婦人
奈検診をご希望の方は、保健協
力員・役場まで申込ください。

健 康 相 談 日

毎 月 第 １ 月 曜 日 ・来
月 は ６ 日 で す 。
９時から３時まで（センタ
ー、健康相談室）



行
政
連
絡
員
制
度
に
つ
い
て

こ
の

度
、
行
政

連
絡
員
制
度
を
設
定

い
た
し
た
く
、
次

の
と
お
り
規
則
を

つ

く
り
ま
し
た

。
こ

れ
を
御

覧
の
上

、
み

な
さ
ん

の
御

意
見
等
を
七
月
二

十
五

日

ま

で
、
助
役
又
は
、
総
務
課
へ

お
よ
せ

下

さ
い
。
な

お
、
八

月
一
日

か
ら
施
行

予
定
で

す
。

佐

井

村

行

政

連

絡

員

規

則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は

、
村
に
行
政
連

絡
員
及
び
補
助
員
を
置

き
、
村
長
及

び
村
の
機
関
の

連
絡

等
に
関
す

る
事

務
の
一
部
を
嘱
託
し
、
村

政
の
円

滑

な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る

（
嘱
託
区
の

設
置
）

第
二

条
、
嘱

託
区

は
、
町
ま
た

は
字

の

区
域
を

も
っ
て
一
嘱
託
区

と
す

る
。

た
だ
し

、
家
屋

及
び
世
帯
の
分

布
の

実

状
に
よ
り
分
割
又

は
、
統
合
す

る

こ
と
が
で
き

る
。

２

、
嘱
託
区

に
は
町

ま
た
は
字
の
名

称
（

俗
称
も
含
む

）
を
冠

す
る
区

名

を
付
す

る
。

３

、
嘱
託
区

は
別
表
第

一
の
通
り
と

す
る
。

第
三

条
、
嘱
託
区

に
は
、
一
名

の
行
政

連
絡
員
及
び
若
干
名
の
補
助

員
を
お

２

、
行

政
連
絡
員
及
び
補
助
員

は
嘱

託
区

の
推
せ
ん
に
よ
り
村
長

が
任
命

す

る
。

（
任
期
）

第
四
条

、
行
政

連
絡
員

及
補
助
員

の
任

期
は
一
月
一
日

か
ら
、
十
二

月
三

十

一
日
ま
で
と
し
、
毎
年
一

月
一
日
あ

ら
た
に
任
命
す

る
。

た
だ
し
再

任
を

妨
げ
な

い
。

２

、
補
助
員
の
任
期
は
、

前
任
者
の

残
任
期
間
と
す

る
。

（
嘱
託

事
務
）

第
五

条
、
村
長
及
び
村
の
機

関
の
嘱
託

す

る
事
務
は
、

お
お
む
ね
次
の
と

お

り
と
す
る
。

一

、
文

書
等

の
配

布
並
び
に
事
務
連

絡

に
関
す

る
こ
と
。

二
、
嘱
託
区
内

の
調
査
及
び
報
告
に

関
す

る
こ

と
。

三

、
環
境
衛
生
の

協
力

に
関
す
る
こ

四

、
他
嘱
託
区

及
び
部

落
会

と
の
連

絡
協
議
に
関
す
る
こ
と

。

五

、
そ
の
他
村
長
及
び
村
の
機
関

の

嘱

託
し

た
事
務

２

、
前
項

各
号
の
外

、
公
共
的
団

体

が
嘱
託
し
よ

う

と
す
る
際
は
あ
ら

か

じ
め
、
村
長

の
承

認
を

得
な
け
れ

ば

な
ら
な

い
。

（
報
酬
及

び
費
用
弁

償
）

第
六
条
、
行
政

連
絡
員
及

び
補
助
員

に

は
、
条
例
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り

報
酬
及

び
費

用
弁
償
を
支

給
す

る
。

２

、
報
酬
の
計
算
期
間

は
一

月
一
日

か
ら
十
二

月
三

十
一
日

ま
で

と
す
る
。

第
七
条
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、
村
長
が
別

に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
昭
和
四
十
八
年
に
限
り

両
佐
井
に
つ
い
て
は
村
民
運
動
会
の
町

内
世
話
役
を
、
各
部
落
に
つ
い
て
は
総

代
及
び
役
員
を
本
規
則
に
よ
る
行
政
連

絡
員
と
み
な
す
。

◇

気

候
の
か
わ
り
め
と
健
康

慢
性
病
で
気
候
の
変
化
を
う
け
や
す

い
病
気
は
、
高
血
圧
、
低
血
圧
、

ア
レ

ル

ギ
ー
性
疾
患
（

ぜ
ん
そ
く
、
じ
ん
ま

し
ん
、
リ
ウ

マ
チ
性
関
節
炎

）
慢
性
気

管
支
炎
、
自
律
神
経
失
調
症
な

ど
が
あ

り
ま
す

。

暑
气

寒

さ
、風
雨

、
湿

度

や

乾
燥

な

ど
色
々
な
気
象
条
件

に
対
し
て

、
人

間
の
身
体
は

自
己
防
衛
を
し

ま
す

。
こ

の
作
用
を
す

る
役
割

の
う
ち

で
、

一
番

大

き
な
働

ら
き
を

す

る
の
が
自
律

神
経

で

あ
り

、
一
種

の
自
動

調
節
装
置

で
す
。

気

候
の
変
り
目

に
は
こ
の
自
律

神
経

の
調
節
作
用

の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
や

す

く
な
り
、
不

快
感
を

お
こ
し
ま
す
。

深

い
睡
眠

と
休
養
を
と
’り
皮

ふ
の
た
ん

れ
ん

に
心
が
け
て
く
自
分
に
あ
っ
た
健

康
法
で

毎
日

を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◇

赤
ち

ゃ
ん

と
日
光
浴

冬

と
ち
か
っ
て
春
か
ら
夏

に
か
け
て

の
日
光

は
紫
外

線
が
多
く
、
日
光
浴
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
骨
を
つ

よ

く
し

、
身
体
を
丈
夫
に
す

る
の

に
役

立

ち
ま
す
。
日
光
浴
は
普
通
、
生
後
二

三
ヶ
月

か
ら
か
こ
な

い
ま
す
。
、
手

足

か
ら
は
じ
め
て
、
次
第
に
二

、
三

十
分

ぐ

ら
い
ま
で
の
ば
し
ま
十

。
帽
子
を

か

ぶ
せ
、
頭
や
顔
に
直
射
日
光
が
あ
た
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
か
ぜ
気
味
の
囗

や
寒
い
日
は
さ
け
て
、
毎
日
規
則
正
し

く
お
こ
な
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
円
児
の
中
にす
す
ん
で
日
光
浴
を
″

国
民
年
金

障
害
年
金
を
受
け

ら
れ
る

人

は
い
ま
せ
ん
か

脳
卒
中
で
寝

た
き
り
の
方

に
も

支
給
さ
れ
ま
す

。

目

や
耳
の
悪

い
人
、
手
足
の
不

自
由

な
人
、
精
神
に
障
害
の
あ

る
人
、
寝
た

き
り
の
人
な

ど
は
障
害
年
金

が
う

け
ら

れ
ま
す
。

国

民
年
金
の
障
害
年
金

は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て

い
る
あ
い
だ
に
病
気
や

ヶ

ガ
に
よ
っ
て
、
外
出

す
る
こ
と
の
で

き
な

い
よ
う
な
障
害
を

も
っ
て
い
る
人

た
ち
に
支
給

さ
れ

る
こ

と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

’・

障
害
年
金
は
、
医

師
の
診

断
書
が
必

要

で
す

が
、
障
害

の
程
度
が
軽
か
ヅ
与

り
、
あ

る
い
は
国
民
年

金
の
か
け
金
を

納
め
て
い
な

け
れ
ば
う
け
今

回

纐
寸

き
ま
せ
ん

。

障
害
年
金

を
う
け
よ
ヶ

と
す

る
と
き

は
、

ま
ず
、
役
場
の
国

民
年
金
係

に
障

害

の
程
度
を

話
し
て
、
障
害
年
金

が
う

け

ら
れ
そ
う

か
ど
う
か
の
大

体
の
と
こ

ろ
を

き

い
て
か
ら
、
医
師
の
診

断

書
を

も

ら
う

こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す

。



戸籍手数料令が７月１日

から改正になります
７月１日から、戸籍抄本は、一部５０円から７０円に、

戸籍謄本は、一枚５０円から７０円に改正されました。

救急車が 配 置
みなさん待望の救急車が先般、大間消防分署に配置

されました。

医療施設の不備な当村にとって救いの神ともなるこ

とでしょう。この救急車は、大間町だけでなく佐井村、

風間浦村（北通地域）全般に利用されてます。なお、

村民の皆さんは次の点に留意して下さい。

（１） 交通事故により警察官の要請があったとき（緊

急の場合はこのかぎりでない）

（２） 災害時による負傷者

（３） 人の沢山集まる集会時において病人の発生した

とき

（４）人命にかかわる突然的急病人が発生したとき

その外、くわしいことは消防分署へお問い合せ下さ

い。救急車の使用料は無料です。

電話 大間 １１９番 佐＃ １１９番

冠婚葬祭の簡素化に

ご協力を
急漱な社会の進展は、私たち家庭生活にも大きな影

響をおよぼし、とくに消費生活の変化、働く婦人の増

加には、目をみはるものがあります。

これらの生活の変化は、多くの複雑な問題を投げか

け、わが佐井村に於てもいろいろな問題をかもしだし

て、私たちの生活をおびやかしている現状です。この

ような情勢の中で、冠婚葬祭も年々派手になっていく

一方 なので 、厂こ れほどまで にしなくても、いいの

？はないか、こまったものだ」という声と、反

省が生まれつつあります。佐井村婦人会で

ｂ今年から実践活動を続けることになりま

ｋ。だ。ご協力をお願い致し ます。

脳
卒
中
で

寝
た
き
り
の
人
や
精

神
に

障
害

の
あ
る
人

で
、
ま
だ
障
害
年
金
に

該
当
し

な
が
ら
年

金
を

請
求
す

る
手
続

き
を

と
っ
て
い
な

い
ば
あ

い
が
、

多
く

み
ら
れ

ま
す

の
で
一
度
、
民
生
相
談
課

国

民
年

金
係

に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お

た

よ

り

行
田
市
、
日
本
コ
ル

コ

ー
ト
化

学
Ｋ

Ｋ

に
今
年
就
職
し
た
原
田
出

身
の
、
池

田
抄
子

さ
ん
か
ら

お
た
よ
り

が
よ

せ
ら

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

い
た
し

ま
す
。

通
学
に
便
利
な
よ
う

に
埼
玉
県

の
会

社
の
方
に
転
勤
し
た
こ

と
。
な
ん

と
か

会
社
と
学
校
と
両

立

さ
せ
よ
う

と
努
力

し
て

い
る
こ
と
で
し
た

。
池
田

さ
ん

ガ

ン
バ

レ
、
会
社

と
学
校
と
両

立
さ
せ

る

の
は
、

あ
な

た
の
努
力
し
だ

い
で
す
。

戸

籍

の

窓

口

六
月
二
十
六
日
現
在

○
お
誕
生
お
め
で
と
う

若

山

美

穂
（
武
夫
）
古
佐
井

浜

野

砂

織
（
重
雄
）
大
佐
井

佐

賀

幸

喜
（
公
栄
）
古
佐
井

円

角

征

和
（

正

）
大
佐
井

木

部

俊

秋
（
定
吉
）
原

田

後

藤

佐
知
子
（
重
雄
）
大
佐
井

川

原

広

久
（
石
二

古
佐
井

滝

本

加
那
子
（
清
昭
）
長

後

○
ご
結
婚

お
め
で
と
う

弘

田

進
（
紋

別

市
）

（
畑

野

京

子
（
古

佐

井
）

伊

藤

富

雄
（
古

佐

井

）

（

本

多

三

枝
子
（
江

東

区

）

中

村

豊

美
（
矢

越
）

（

上

田

昭

子
（
川

囗

市

）

横

浜

菊

治
（
磯

谷

）

（

山

口

陽

子
（

美

山

町

）

ｍ

中

昭

芳
（
大

間

町

）

（

木

下

京

子
（
古

佐

井

）

野

村

千

秋
（
牛

滝

）

（

斉

藤

京

子
（
黒

石

市

）

天

満

誠
（
名

古

屋

市

）

（

田

中

千
寿
子
（

福

浦
）

鈴

木

守
（

静

岡

市
）

（

津

田

良

子
（
大

佐

井

）

山

上

清

盛
（

青

森

市
）

（

畑

中

昭

子
（
大

佐

井

）

奥

谷

繁

春
（

青

森

市
）

（
ｍ

中

西

子
（

磯

谷
）

原

田

君

雄
（

金

木

町

）

（
坂

井

と
も
子
（
古

佐

井

）

菅

原

勝

行
（

中

頓

別

町

）

（

竹

内

い
く
子
（

牛

滝

）

花

田

守
（

日

立

市

）

（

鈴

木

朝

子
（

大

佐

井

）

鎌

田

真

嘉
（

む

つ

市

）

（

水

戸

ち
ょ

子
（

野

平
欸

○

ご

逝

去

お

く

や

み

申

し

ま

す

ぐ
に

新

田

七

め
（

徳
太
郎

）
分

颱

渡

辺

幸

定
（

て
つ

）
古
佐
井

越

野

幸

造
（

静
代

）
野

平

和

田

て

る
（

喜

二

大
佐
井

村

政

の

窓

口

五

月
二

十
九
日

臨
時

議
会

六

月
十
七
日

参
議
補
欠

選
挙
投
票

十
八
日

海
水

汚
濁
対
策
協
議

会

二
十
一

日

漁

協
臨
時
総
会

二
十
三

日

消
防

団
定
期
観
閲
式

こ

よ

み

と

行

事

七
月
十

日

国
土

建
設
週
間

十
二
日

ゴ
ミ
収

集

十
三
日

妊

婦
検
診
（
セ
ン

タ
ー
）

十
五
日

ゴ
ミ
収

集

十
七
日

福
浦
老

人

ク
ラ

ブ
衛
生

教
育

十
八

日

老

人
ク
ラ

ブ
寿
会

、
寿

学
級
ゴ
ミ
収
集

十

九
日

原

田
老
人
検
診

二

十
日

土
用
、
海
の
記

念
日

二
十

一
日

ゴ
ミ
収
集

二
十
二

日

村
民
運
動
会

二
十
四

日

川

目
老
人
検
診

ゴ
ミ
収

集

二
十
八

日

土
用
の
丑

三

十
日

乳
児
・
三

才
児
検
診

三
十

一
日

々

汰

月

百

子
宮
ガ
ン
検
診

ケ
ノ
ゾ（

三

日

ゴ
ミ
収
集

六

日

ゴ
ミ
収

集

税 金 の

納 期 限

固定資産税
（２期）
７月３１日
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